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 平成27年8月9日（日）12:00～16:00の日程で沖縄コンベンションセンター

展示棟にて県民健康フェア2015が開催されました（主催：沖縄県医療保健連

合 なごみ会17団体）。 

沖縄県理学療法士協会は、沖縄県作業療法士会と沖縄県言語聴覚士会と協同

ブースで開催し、当協会からは、①パネル展示と資料配布（メタボ、ロコ

モ、肩、腰、膝疾患の予防、理学療法士の役割等）、②体験コーナー（立位

体前屈、立ち上がりテスト、足関節のストレッチ等）、③相談コーナーの内

容で開催致しました。 

フェアのテーマが「自由研究で使える内容」であった為、今回は足関節のス

トレッチに用いる器具「スジのびーる」を実際に製作し、使用するといった体験を行って頂き、参加者からは大変好

評の声が聞かれていました。 

(渉外部 部長 上地 誠之) 

今回、初めて県民健康フェアに参加させて頂きました。多くの方が理学療法士のブースに来られており、子供からご

年配の方に疑問や相談を受けたくさん接する事が出来ました。体験コーナーで用意した下腿三頭筋にストレッチ効果

のある器具「スジのびーる」もブースに来てくださった皆さんや沖縄の芸人「アイモコ」のお二人にも大好評で、

「さっきよりも脚が軽くなった」「是非、家で使いたい」などの声が聞かれ

ました。下肢の柔軟性の変化を実感してもらうことで理学療法士の視点で転

倒予防の方法を伝える事が出来たのではないかと思います。 

 県民健康フェアを通して、各団体の取り組み、院外での理学療法士の活動

を知ることで医療人としての視野を広げることが出来、貴重な経験となりま

した。今後もこのようなイベントに参加し多くの方に、理学療法士の活動内

容を伝えると同時に転倒予防などの理学療法士としての知識を提供していき

たいと思います。（宜野湾記念病院 具志堅真子・宮平鈴乃） 

日 時：平成２７年６月２８日（日） 11時30分～16時30分 

場 所：那覇市保健所３階 

活動内容：駐車場から会場までの移動介助、会場設営、移乗・移動介助、

トイレ動作介助等 

サポーター ：宮里 朝康（ファミリークリニックきたなかぐすく）、米

須 正男（コザクリニック） 

 

 今回の交流会では、我々理学療法士以外に、訪問医療マッサージ事業所

（KEiROW）及び沖縄盲学校専攻科（マッサージ・鍼等の職業教育のため

の課程）の教員と学生によるボランティアの参加もありました。全体の会

の進行については、友の会支部長挨拶から始まり、沖縄盲学校専攻科の紹

介とマッサージの体験、紙面を使った脳トレーニング、理学療法士による運動指導（ストレッチ・転倒予防）、友の

会支部長による体操、ビーチバレー、最後に自己紹介の流れでした。一番印象に残ったのは、最後の自己紹介の場面

で参加者各々がパーキンソン病を発症し、症状の進行による身体の不自由さや心情について切切と話

されている事でした。中でも支部長のおっしゃった一言が「 病気と戦う のではなく、優しく付き合

うこと」と印象的でした。疾患と進行症状を理解し受け入れる事で、症状に応じた対応をしっかり行

う事で予防や維持につながる事だと感じました。日頃、病院で聞くことが出来ない症状に対する身体

状況や心情等を感じ、同じ境遇で同じ疾患を発症した方々だからこそ、交流の場を通じて共有できる

交流会の深さを感じることが出来ました。その他、移動介助の場面や参加者とそのご家族と関わり直

接話す機会もあり、笑顔や涙ありの多くの経験ができました。日々の業務だけではなく理学療法士と

して地域支援の必要性がまだまだ存在していることをあらためて感じることが出来ました。（コザク

リニック 米須正男）  



 平成27年9月12日から10月11日までの期間で行わ

れた、高校野球のサポートを行いました。全60試合

に対して、のべ35名のサポートで56試合をサポート

することができました。夏の選手権大会に比べて、

熱中症の対応は減りましたが、試合中対応のサポー

トが中心でしたが、サポーターがそろえば試合後の

ストレッチや相談にも対応できることがあらためて

確認できました。また、頭部へのデッドボール等に

ついての判断基準の作成や別の日のサポーターに経過確認を引き継ぐこともでき、今後のサポートに参考になる

大会サポートとなりました。サポーターの所属先と対応試合数はグラフを参照下さい。選手権大会のメイン23
名、サブ11名、所属17施設に対してメイン18名、サブ4名、11施設と参加者が夏に比べて少ない状況でしたが、

今後も次年度につながるような講習会等の準備や連絡体制を検討してい

きますので興味のある方は気軽に参加してください。大会結果はご存じ

の通り、八重山高校の優勝で幕を閉じました、八重山ブロックの八重山

地区大会へのサポートが、今回の優勝に貢献しているのではないかと思

います。本島のサポートも負けないようにサポーターの確保への協力を

お願いします。今後、八重山高校と準優勝の興南高校が九州大会へ出場

し、選抜高校野球（春の甲子園）への切符をかけて戦います。今から春

の甲子園が楽しみです。（牧門武善 スポーツ事業部 ） 

 医療・介護施設の現場で遭遇する高齢者の心不全・心疾患そのリハ

ビリテーション介入時のリスク管理や臨床に基づいた治療技術の知識

を学べる講習会として第1回沖縄理学療法講習会が9月26日に沖縄看護

専門学校で行われました。 

 今回、井澤和大先生（神戸大学大学院保健学研究科）による「現場

で遭遇する高齢者の心不全・心疾患等に対するリハビリテーション」

の講習会に参加させていただきました。心不全の病態、身体機能評

価、フィジカルアセスメント、治療、レジスタンストレーニング、フ

レイル・サルコペニアなど解りやすい内容で有意義な講義でありまし

た。日本の死因率は心疾患が2位となっており、糖尿病、高血圧などといった生活習慣病が引き金となって心臓

病が引き起こされます。私達の病院では、糖尿病教育入院、病的肥満、循環器・心外科疾患など急性期から退院

後の回復期リハビリなど、理学療法士が2次予防に関わる機会があります。今回の講義の内容を臨床で患者の評

価・治療に生かせるよう精進していきたいと思いました。 

最後に、講義の内容で高齢化の推移と将来について井澤先生が話しをされていました。高齢化社会により社会保

障費を抑制するためにも、健康維持・増進への取り組みは欠かせないことだと感じました。健康長寿の社会を目

指すために、運動療法の専門職として活躍ができるように、研修会や介護予防など積極的に参加していきたいと

思いました。沖縄県理学療法士協会の役員の皆様、その他のスタッフの皆様に感謝を申し上げます。 

（大浜第一病院 久場美鈴） 

 平成27年10月13日（火）の行なわれた通所事業部勉強会では、意見交換会

が行われました。参加者32名(うち作業療法士２名、介護福祉士１名、相談

員１名）あり。平成27年4月の介護報酬改定から6ヵ月が経過し、それぞれの

事業所が改定に対応した取り組みを行っているところだと思います。まず、

参加者から挙がった「困っている点」について意見交換が行われました。集

団リハビリ等の活動内容、書類作成、訪問評価、生活行為向上加算算定、リ

ハビリテーション会議についてなど、困っていることや欲しい情報はどの事

業所も同じで、各事業所の実施状況がわかり、悩みを共有でき、参考になる

取り組みも多く、今後の活動・業務に活かしていきたいと思いました。又、

松並部長より10月1日～3日に開催されたリハビリテーションケア合同研究大

会2015神戸の報告もあり、今回の改定が意味していること、通所リハの在り方について整理ができたと思いまし

た。今後も勉強会が予定されていますので、多くの方に参加していただき、気軽に情報交換、相談のできる関係

を築ければと思います。 （通所事業部 城間清美） 



7月18日、沖縄県立宮古病院で「理学療法フェアIN宮古島」を開催いたし

ました。この「理学療法フェアIN宮古島」は宮古島地域住民のリハビリ

テーションに対する啓発および障害を持った方の社会参加への理解を図る

ことを目的としています。今回は初めて宮古島で開催ということでした

が、約20名の方が来場しました。会場では沖縄県立宮古病院でのリハビリ

テーション場面の見学、ポスター・パネルの展示などがありました。来場

者は10～40代の幅広い年齢層の方であり、特に10代（高校生）は実際にリ

ハビリテーション実施場面を見学し興味を持ってもらえた様子でした。運

営スタッフはこれを契機は健康相談や、介護予防等内容を広げ、宮古島の

より多くの方に来場して頂けるよう頑張りたいと張り切っていました。是

非来年は皆さんご参加ください。（根間貴士 宮古島リハビリ温泉病院） 

■■要注意■■異動申請 お手続きお願いします！ 

勤務先、自宅、氏名など会員情報が変更になった際は、速やかに会員情報の変更申請をお願いします。お手続

きは「マイページ」から、お早めにお願いいたします。 

※会費未納者への周知依頼  残高不足や振込用紙の未確認のため、ご本人の知らないうちに会費未納による

退会になる可能性があります。退会になると研修などの履修によるポイントを失い、参加費などの優遇を受け

ることができません。会員同士で今一度確認をお願いします。 

急告知緊 「社会保障制度とリハビリテーション」〜これからのリハビリテーション専門職〜 

 社会保障制度改革や地域包括ケアシステム、次期報酬改定等をテーマに研修会を開催致します。 リハビリ

テーション専門職を取り巻く情勢を踏まえた、大変貴重な機会となっていますので、理学療法士・作業療法

士・言語聴覚士の皆様は是非ご参加くださいますようご案内申し上げます。 

研修１わかりやすい社会保障制度とリハビリテーションの展望 

講 師：田中昌史氏 日本理学療法士連盟 会長 

研修２リハビリテーション専門職に求められるアクション～次期医療制度改革への対応～          

講 師：小川かつみ氏 日本理学療法士協会 副会長 

日  時：平成27年11月7日（土） 受付13：30～研修14：00～17：30   

場  所：いちゅい具志川じんぶん館 大研修室 〒904-2203 沖縄県うるま市字川崎468番地  

対  象：リハビリテーション専門職（理学療法士・作業療法士・言語聴覚士等） 

参加費：2,000円 （当日支払）  定員：150名（会場の都合上、定員に達し次第〆切ります。） 

申し込み方法：E‐mailで下記申し込み先に件名を「11月7日研修会参加申し込み」とし、本文内に①氏名、②

職種、③所属施設、④連絡先電話番号を入力の上、送信してください。 申し込み先：taitos2001@yahoo.co.jp  

(城間定治) 

スポーツ事業部 講習会④のご案内 

【講 師】久保田 正一   野球専門理学療法士  （ベースボールステーション） 

【テーマ】野球選手に対する機能評価・アプローチ方法 ～野手編～ 

【内 容】機能評価、フォーム解析、アプローチ方法などの実技講習 

【日 時】平成27年11月21日（土） ＊13:00 受付開始  13:30 講習開始 18:30 講習終了 

【場 所】沖縄リハビリテーションセンター病院 （8F会議室）＊沖縄市比屋根2-15-1 
【対 象】沖縄県理学療法士協会会員 及び 医療従事者【会費】会員 ￥2000 非会員 ￥5000  【定員】30名 

【申込み及び問い合わせ先】E-mailで下記の宛て先に件名「スポーツ事業部 講習会④ 申し込み」とし、本文中

に①氏名、②所属、③携帯番号、④高校野球サポート希望：あり・なし、⑤高校野球サポート経験：あり・なし 

を入力の上、お送り下さい。  宛て先：sportsjigyobu@yahoo.co.jp 

受付担当：スポーツ事業部 楠木 力（沖縄リハビリテーションセンター病院）  ＊締め切り11月7日（土） 

平成27年度県民公開講座 ・スキルアップ研修会開催のお知らせ 

「地域包括ケアシステム」構築に向けて、当協会では県民公開講座を下記の通り開催する運びとなりましました。

引き続き、午後には地域包括ケア推進リーダー・介護予防推進リーダーを受講した会員向けの『スキルアップ研修

会』も予定しております。先駆的に活動を始めている自治体職員から、そのノウハウを生で聴ける貴重なチャンス

です。多くの会員の参加をお待ちしています。（地域包括ケア推進委員会） 

【県民公開講座】 

日 時:平成27年12月5日（土） 9時30分～11時30分  会 場:さわふじ未来ホール（西原町与那城140-1） 



テーマ:高知市での“いきいき百歳体操の取り組みとその効果”～介護予防は地域作り！～ 

講 師:小川佐知 氏（高知市健康福祉部 高齢者支援係 理学療法士）  定 員:300名（無料） 

申し込み方法:E-mailで件名を『公開講座申し込み』とし、本文内に①氏名、②所属先(勤務先)、③職種、④連絡

先電話番号を入力の上、申し込み先へ送信してください。 

申し込み先:entry@oki-jp（沖縄県理学療法士協会 事務所）  Fax 098-930-5023 

締 切 : 平成27年11月20日（金）21:00 まで 

【スキルアップ研修会】 

テーマ:“いきいき百歳体操”を使った地域づくり   講 師:小川佐知 氏 

日 時:平成27年12月5日（土）12時30分～15時  会 場:西原町保健センター中ホール 

対 象:沖縄県理学療法士協会会員で「介護予防推進リーダー・地域包括ケア推進リーダー」の養成研修を修了し

た者、介護予防事業・総合事業等市町村担当者、地域包括センター職員 

定員:150名  会費:資料代として1,000円 

申し込み:E-mailで件名を『スキルアップ研修』とし、本文内に①氏名、所属先（勤務先）③職種④連絡先電話番

号を入力の上、申し込み先へ送信してください。 申し込み先: 沖縄県理学療法士協会 事務所 entry@oki.jp 

※申し込み先は、県民公開講座と同じです。  ※先着順、定員に達し次第締め切ります。 

第2回 医療英会話教室のご案内 
 前回のメリーランド大学にご所属の“Ms. Naomi Kakazu”さんの「英字論文を読み解く」をテーマとした講義に

続き、今回は同じく米軍基地内のEDIS所属のベテラン理学療法士“Ms. Down Standley”さんを招き、彼女の得意と

する分野の紹介をしてもらいます。今回は実際の評価や治療等の実技を予定しています。英語で理学療法の説明を

聞き、英語で質問をする時間を多く設けていますので、この機会に英語で意見交換してみてはいかがでしょうか。 
【テーマ】『米国理学療法士による基礎理学療法評価』～股関節疾患に関する評価他～ 

嘉手納Air Base EDIS(発達支援センター)勤務のベテラン理学療法士からの英語を通した理学療法実技演習に参加し 

てみませんか。 

【講師】 Ms. Down Standley   【日時】 12月19日（土） 19:00〜21:00 
【場所】 翔南病院（2F機能訓練室）※講師都合により会場の変更あり 

【参加費】会員：無料  非会員 ¥1,000 
【申し込み及び問い合わせ先】 intl.opta@gmail.com （国際支援部：喜屋武） 

【申し込み内容】件名に「第2回医療英会話教室申し込み」とご記入ください 

氏名 ②所属先 ③連絡先（連絡が取れるもの） 

【締切】 12月16日（水） ※20名程度を予定 ※参加者には終了後にアンケートのご記入をお願いしています。 

平成27年度 九州ブロック臨床実習指導者研修会 開催 

【日 時】：平成27年11月22日（日曜日） 9：00～16：10（受付8：30～） 

【会 場】：宮崎リハビリテーション学院 教室5・6（宮崎市大字小松1119-62）  

【内 容】：テーマ「教育としての臨床実習～教育的視点による臨床実習の在り方と事例検討」宮崎大学教育文化

学部の佐藤正二教授（臨床児童心理学） 

【対 象】：九州各県理学療法士会の会員  【受講費】：無料  【定 員】：100名程度 

【申込締切】 平成27年11月16日（月曜日）【申込方法】 web申請およびメールにて受け付けます。Web申請の場

合は、協会ホームページのマイページの研修会・学会申込登録から詳細検索で、セミナー番号9336「平成27年度 

九州ブロック臨床実習指導者研修会」で検索して下さい。メールの場合は、下記までメールにて件名に「九州ブ

ロックSV研修会」として①氏名、②会員番号、③所属名、④所属先住所、⑤経験年数を記載の上お申し込みくださ

い。メールでのお申し込みの場合、受付確認メールを返信いたしますが、1週間経過しても返信が来ない場合、ま

たは締め切りを超えても連絡がない場合は、ご迷惑をおかけ致しますが下記まで問い合わせ下さい。 

宮崎リハビリテーション学院  大寺 健一郎 E-mail：kenichirou_oodera@junwakai.com TEL：0985-48-2734 

平成27年度九州ブロック現職者講習会のご案内 

1. 日 時：平成27年12月6日（日）9:30～16:30（受付9:00～） 

2. 会 場：福岡国際医療福祉学院 （〒814-0001 福岡県福岡市早良区百道浜3丁目6-40 ℡092-832-1166） 

3. テ―マ：「超音波解剖ならびに機能解剖所見と運動療法との接点」（仮題） 

4. 受講料：研修会開催時点で日本理学療法士協会 九州ブロック会（九州各県士会）会員は無料（研修会当日は会

員カードをご提示下さい）。5．定 員：40名 ※先着順です。締切日厳守 6．申込方法：日本理学療法士協会HP

（マイページ）7. 受付期間：2015年10月1日（木）～10月31日（土）※運動器理学療法研究部会の「運動器」ポイ

ント認定を行います。8.問合せ先：宇戸 友樹 アドレス：t-uto@asojuku.ac.jp TEL：092-436-9800  

「kinesiology運動科学から学ぶPT・OT ～関節内運動学を基にした治療技術～」 

PT・OTの基礎学問であるKinesiology：運動科学を基にPT・OTの治療技術を科学的にどう臨床に結び付けるかを今

年は教授頂く予定になっております。また、伝統的運動療法から最新の知見を踏まえ最新の治療技術を一緒に指導

して頂く予定になっております。 



講師：宇都宮 初夫先生（JM研究所 所長 理学療法士） 

期日：平成28年１月30日・31日 時間：30日（土）14：00～17：30/31日（日）9：00～15：30 場所：現在調整

中 

受講料：両日参加10000円  30日（土）のみ4000円 31日（日）のみ6000円  

申し込み内容・連絡先 

①氏名②性別③職種④免許取得年（西暦）⑤所属施設⑥PDF閲覧可能なPCアドレス 

⑦懇親会参加の有無⑧常時連絡が取れる携帯番号 

⑧項目を入力のうえ下記のアドレスのお申し込み下さい。3日以内に返信致します。返信が無い場合はお手数で

すが再度ご連絡をお願い致します。  E-mail : okinawapmr@yahoo.co.jp 

沖縄Physical Medicine研究会 研修会担当：渡慶次賀寿 

「NPO沖縄呼吸ケア研究会」定例勉強会のご案内 

日時：2015年11月6日(金)・12月4日(金) 19:00～20:00  ※毎月第一金曜日 

場所：那覇市立病院3階講堂    参加費：無料 

お問い合わせ：090-5723-2438（宮平） 沖縄呼吸ケア研究会ホームページ： http://orcm.jimdo.com/ 

「沖縄クリティカルケアリハビリテーション研究会」定例勉強会のご案内 

日時：2015年11月28日(土) 19:00～20:00  ※毎月第四土曜日 

会場：大浜第一病院  参加費：無料 

お問い合わせ(代表世話人)：那覇市立病院098-884-5111（リハビリテーション科 安村）または宮平携帯（090-

5723-2438）まで 

国際PNF協会認定講習会のご案内 

タイトル：2015国際PNF協会認定基礎コース沖縄開催⑥ 

内容：セラピストにとって筋力/安定性を改善することは最重要事項ですがPNFは学問/科学を背景に筋力/安定性

を改善する方法を体系化されたもので、ヨーロッパ、韓国では政府認定の治療コンセプトであり、世界各国のセ

ラピストが臨床応用しています。 

また、現代の運動制御理論である動的システム論・課題指向型アプローチに沿っており、運動性(痛みも含む)/

安定性/制御された運動性の問題点を解決し活動レベルを改善する方法論を学び、ICFに基づいてクリニカルリー

ズニングしていきます。患者デモ、二人一組で実際の患者様の協力により評価治療を指導のもと行うことですぐ

に臨床に役立ち、PNFを全く知らない方でも学習可能な内容です。 

PNFは中枢疾患はもちろん整形疾患、老人、スポーツ選手まで幅広く用いられています。 

講師：勝浪省三 理学療法士 国際PNF協会認定インストラクター 

日時：レベル１：12月8日～12日   レベル2：1月27日～31日 

会場：美浜メディアステーション（予定）沖縄県中頭郡北谷町美浜（字）−１６−２ 

対象：PT、OT、医師  参加費：100000円 レベル1,2合計額 ２回分割可 

申し込み方法：氏名、所属、職種、PCメールアドレス、勉強会名を明記しa-shot-sho@yc4.so-net.ne.jp までお

願いします。詳細：URL www.pnf-groovy.com 

セラピースクール1日セミナーのご案内 

タイトル：頸部～上肢の痛みと可動域制限に対するアプローチ 

内容：1 痛みの基礎  2 関節機構の基礎   3 背部からの障害連鎖について  4 リラクゼーションテ

クニックの実際  5 その他 

講師：勝浪省三 理学療法士 国際PNF協会認定インストラクター、上田法国際インストラクター、ドイツ筋骨

格医学会日本アカデミー、マニュアルセラピーインストラクター             

日時：レベル１：2015年12月6日 10時～４時  会場：ごきげんリハビリクリニック 北中城村字島袋1253-4  

対象：PT、OT  参加費：5000円  

申し込み方法：氏名、所属、職種、PCメールアドレス、勉強会名を明記しa-shot-sho@yc4.so-net.ne.jp までお

願いします。   詳細：URL www.pnf-groovy.com 

テーマ：痛みのコントロールのプロを目指す方のための「基礎から学ぶ徒手医学」 

主催：日本臨床徒手医学協会 

講師：荒木秀明（「非特異的腰痛の運動療法 症状に合わせた実践的アプローチ」の著者） 

内容：初めて徒手療法を勉強される方にも理解しやすく、そして明日から臨床で活用できるように現場でのニー

ズに適合させ、脊椎変性疾患に加え多彩な病態に起因する疼痛のコントロールを目的としています。 

■ベーシックコース  ベーシックⅡ (mobilizationの基礎とmanipulation基礎と下肢mobilization) 

■アドバンスコース 

  腰部骨盤帯下肢Ⅲ （下肢機能障害から診る腰痛）  胸郭（下部胸郭機能障害から診る腰痛） 

日時：■ベーシックコースベーシックⅡ：平成28年  2月6日（土） 14時半～18時半・ 7日（日） 9時～15時 

   ■アドバンスコース 

     腰部骨盤帯下肢Ⅲ：平成27年11月22日（日）14時半～18時半・23日（月）9時～15時     

     胸郭：平成28年3月12日（土）14時半～18時半・13日（日）9時～15時 



 本誌へ研修会案内の掲載をご希望の場合は、当会HPより「広報誌掲載申込書」をダウンロードし、申込書へ必

要事項を記入後、当協会事務局まで郵送して頂きますようお願いします。尚、掲載の可否については当会の事業

目的に照らし、判断いたします。尚、毎月10日締切で翌月号への掲載となります。★掲載内容は概ね300字を目

安としています。[沖縄県理学療法士協会HPhttp://www.oki-pt.jp] 

【研修案内に関する問い合わせ】 

 沖縄県理学療法士協会事務局098-930-5023（月～金曜日9：00～18：00担当：比嘉） optaoffice@oki-pt.jp  

【広報誌HP掲載案内】 

 本誌は月末に印刷し、月初発行となっております。送付における期間に地域差が生じるケースもあり、皆様には

大変ご迷惑をおかけしています。申し訳ありません。本誌は送付前にホームページへ掲載しておりますのでそちら

をご利用していただくことをお勧めします。 

理学療法士・作業療法士募集 

募集人員：若干名 （常勤・契約） 

待  遇：当院規定に準ずる。 

詳細は面談にて 

勤務内容：回復期リハビリ病棟（365日） 

一般・療養・デイケア 

勤務時間：8：30～17：30 

応募方法：電話にてご連絡ください。 

     履歴書持参。見学のみも可 

備 考：回復期リハビリ病棟（40床）を中

心に入院から在宅（通所・訪問）

まで対応しています。 

法人内、PT：15名、OT：11名、

ST：2名在籍中です。 

    （担当：マキジョウまで） 

     

  沖縄県うるま市勝連南風原3584   

    Tel:098-978-5235(代表)  

場所：整形外科 よざクリニック   対象者：理学療法士、作業療法士等  受講料：20000円 

定員：30名程度  申し込み先（問い合わせ） 

日本臨床徒手医学協会のホームページ （http:// www.immsj-seminar.info）にてコース内容等確認のうえ、

申込み・問い合わせをお願いします。  申込締切日：コース1週間前 

マイオチューニング（ＭＴ）アプローチ講習会のご案内 

日時：平成27年11月22日（日） 13：00～17：30 （受付け：12：30～） 

会場：現在調整中により参加者へは追って連絡致します。 

主催：沖縄県MTアプローチ勉強会  講師：アメニティーライフ研究所 中野 昭二先生 

内容：①MTA手技②疼痛やそれ以外の問題により困っている症例への治療実施。③臨床で困っている症例

についての助言等。 

会費：会員：4,000円（※一度当講習会へ参加した方対象） 会員外：7,000円  定員：30名程度 

※参加費は当日徴収となりますので宜しくお願い致します。 

申込み方法：下記記載のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽへ『MTA講習会参加希望』という件名を記載し、必要事項を記載し申し

込み下さい。なお、施設から複数名参加される場合には、代表者1名がそれ以外の参加申込者の①～③も

記入した上で申し込みを宜しくお願い致します。①氏名（フリガナ） ②施設名 ③連絡先（携帯番号） 

【申込み先E-mail: h-tengan@group.omotokai.jp 】 

問合わせ先：沖縄リハビリテーション福祉学院 担当：天願  TEL:098-946-1000  FAX:098-946-1999 


